
競輪・オートレースを巡る
最近の状況について

令和２年６月１５日
経済産業省製造産業局

車両室

資料１－１



１．競輪の売上・本場入場者数の推移
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※括弧内は対前年度比

出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成

 競輪の令和元年度の売上は、６ ,６０５億円となっている。増加の主な要因は、引き続
きインターネット投票の増加。

 一方、競輪場（本場）の入場者数は減少を続けており、令和元年度は新型コロナウイル
ス感染症予防対策のため、本年２月２７日から無観客での開催により更に減少幅が膨ら
んだ。
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出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成

２．競輪施行者の営業活動収支①

108億円
123億円

142億円

175億円
182億円

177億円

169億円

38施行者
42施行者

44施行者
42施行者 42施行者 42施行者 42施行者

8施行者
4施行者

1施行者 1施行者 1施行者 1施行者 1施行者
0

15

30

45

60

0

50

100

150

200

24 H.25 26 27 28 29 30

収支 黒字施行者 赤字施行者

単位：億円 単位：施行者数

年度

 競輪施行者全体の営業活動収支は２４年度以降は２８年度までは増加傾向であっ
たが、２９年度以降はやや減少傾向。赤字は１施行者まで減少。

（※）この間、２５年度に１施行者、２６年度に２施行者が事業撤退。
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２．競輪施行者の営業活動収支②
• ３０年度は、４３施行者のうち、赤字は１施行者（２９年度も赤字は１施行者）。
• 赤字施行者の減少要因は、昼間のＦⅡ開催の日数削減とミッドナイト競輪の日数増加
等。

出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 3



３．競輪のグレード別売上構成の推移
 ランクの高い選手が出場するグレードレースの売上は、横ばい又は減少傾向。
 一方、ランクの低い選手が出場する普通レースの売上は、増加基調。
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出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 4
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４．競輪の売上の販路別構成の推移
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出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成
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 インターネット投票（電話投票を含む）は平成２３年度以降増加傾向。
 新型コロナウィルス感染症予防対策の観点から、本年２月２７日より、車券発売をイン
ターネット・電話投票に限定（本年５月３１日まで）。

 本年６月１日以降、同感染症予防対策の整った場外車券発売所等から順次発売。



 令和元年度は、３６施行者が年５７９日（前年度比約１９％増）開催し、売上は
約９３９億円（前年度比約３１％増）。

５．ミッドナイト競輪の売上推移
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開催日数 6 34 36 53 133 225 331 369 486 579

6出所：各種資料を基に経済産業省製造産業局車両室作成

（※）開催日数は延べ日数
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 平成２４年にスタートしたガールズケイリンは、国際競技ルールに準拠しているため、男子
に比べてスポーツ性が高いことや７車立てレースで新規顧客にも理解しやすいといった特
徴がある。

 近年、ガールズ選手の魅力を伝えるプロモーションやレースの開催を拡大していることから、
人気も高まり、売上も増加してきている。

年度 平成24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度

ガールズ開催場 11 29 36 39 40 40 41 41

ガールズ選手数 33 51 69 83 98 109 119 153

６．ガールズケイリン
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ＦⅡの１Ｒ平均売上比較（ミッドナイト除く）

平成30年度 令和元年度万円

対前年比
112.1%

対前年比
100.8%

1,0251,2021,072 1,017

（注）ガールズ選手数については、年度末在籍者数。



７．オートレースの売上・本場入場者数の推移
 オートレースの売上は平成3年度（約3,500億円）をピークに減少を続けてきたものの、
平成29年度からは3年連続の増加。主な要因は、インターネット投票の増加によるもの。

 1日当たりの本場入場者数は微減傾向であったが、令和元年度は新型コロナウイルス感
染症予防対策のため2月27日から無観客での開催により更に減少幅が膨らんだ。
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出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 8
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から赤字であった飯塚場が民間事業者と収益保障型の包括委託契約を締結したことで増
加に転じ、赤字施行者は平成30年度まで３年連続でゼロ。

出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 9

年度

８．オートレース施行者の営業活動収支①

単位：億円 単位：施行者数



８．オートレース施行者の営業活動収支②

10出典：各種資料を基に製造産業局車両室作成

（注）金額は速報値
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 平成30年度は３年連続で5施行者全てが黒字。
 5施行者中、3施行者(浜松市､飯塚市､山陽小野田市)は民間事業者と収益保証型の
包括委託契約を締結。



９．オートレースのグレード別売上構成の推移
• グレードレース(※)について、ＳＧ、ＧⅠ及びＧⅡのカテゴリー別に見れば、その売上は不
安定であるが、グレードレース全体では微増傾向にある。しかし、令和元年度は新型コロナ
ウイルス感染症予防対策のため、3月のGⅠ及びGⅡが無観客開催となった影響で、売上
が半減したことが減少に影響。

• 普通開催も微増傾向であったが、ミッドナイト開催増の影響もあり、ここ２年は約10％の
大幅増加となった。
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開催される。

出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 11



１０．オートレースの売上の販路別構成の推移
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出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成

• 本場・場間場外及び専用場外の売上は減少傾向。今年度は新型コロナウイルス感染
症予防対策のため本年２月２７日から車券発売をインターネット・電話投票に限定
（本年５月３１日まで）したことから減少幅が拡大。

• 一方、インターネット投票の売上は大幅な増加傾向が続いている。
• 2019年度の売上は739億円。対前年度比104.9%となった。
• 本年６月１日以降、同感染症予防対策の整った場外車券発売所等から順次発売。

704
(106.8％)

739
(104.9％)660

(100.8％)
654

(96.4％)
668

(97.2％)
678

(101.6％)
688

(91.0％)

756
(89.6％)

844
(98.0％)

861
(88.6％)

973
(92.7％)
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売上：億円

自場（前売り）

インターネット投票

売上（1日当たり）

ミッドナイトオートレース売上推移 １日あたり売上：億円

１１．ミッドナイトオートレースの売上推移について
• 売上げは好調で、前年度比約１０１．２％増の約５６億円。
• ミッドナイトオートレースは、飯塚場のみで実施されていたが、令和元年８月からは照明を新設した
山陽場でも本格的に開始され、年間開催日数は４４日→６５日と大幅に増加。

• 1日あたりの売上は平成30年度は約0.6億円であったが、令和元年度は約０．９億円と増加。
なお、競輪は1日あたりの売上は約1.６億円となっている。

開催日数 ３ ２６ ３７ ４４ ６５
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